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７０歳～７４歳の人へ（後期高齢者医療の対象となられた方は除く）
　国保に加入している７０歳～７４歳の人については、医療機関にかかったときの一部負担金が所得に
より２割または３割（注１）負担になります。７０歳になられる月の月末 （１日生まれの人は前月末） ま
でに、マイナ保険証の保有状況に応じて 「資格確認書」 または 「資格情報のお知らせ」 のいずれかを郵
送します。この切り替えについての手続きは不要ですが、限度額適用認定証が必要な方は申請が必要で
す。

所　　得　　区　　分　　と　　負　　担　　割　　合

現役並み所得者

上記 以 外 の人

３割

２割

同一世帯に住民税課税所得が１４５万円以上の７０歳～７４歳
の国保被保険者がいる人（注１）

上記課税所得未満の世帯の人（非課税世帯も含む）

（注１）ただし、以下のいずれかに該当する場合は、負担割合が２割（所得区分が「一般」）となります。
 ①同一世帯で７０歳～７４歳の国保被保険者の「基礎控除後の総所得金額等」の合計額が２１０万円以下の場合
 ②同一世帯で７０歳～７４歳の国保被保険者の合計収入が二人以上で５２０万円未満、一人で３８３万円未満の場合

自　己　負　担　限　度　額（月額）
外来（個人ごと） 外来　＋　入院（世帯単位） ４回目以降 ※１

　医療機関に支払った１か月の一部負担金が一定額（自己負担限度額）を超えた場合、国保けんこう課
に申請すると、超えた分が高額療養費として支給されます。なお、医療費が高額になることが見込まれ
る場合は、事前に国保けんこう課で限度額適用認定証等の申請をしてください。マイナ保険証なら医療
機関の窓口で限度額情報表示の同意をすれば、認定証交付申請が不要です。（一部例外あり）

医療費が高額になったとき（高額療養費）

　低所得者Ⅰ及びⅡの方は「限度額適用・標準負担額減額認定証」を、現役並みⅠ及びⅡの方は「限度
額適用認定証」を申請により交付できます。認定証を医療機関の窓口に提示することで、窓口で支払う
一部負担金が自己負担額までとなります。マイナ保険証をご利用の場合は、認定証交付申請は不要とな
ります。（一部例外あり）
　なお、「限度額適用・標準負担額減額認定証」は入院時の食事代も減額されます。

限度額適用認定証について

国保加入者の前期高齢者医療制度について

負　担　区　分

現役並み
所 得 者

住　民　税
非課税世帯

III

II

I

課税所得
690万円以上

一　　　　　般

低 所 得 者 Ⅱ  

低 所 得 者 Ⅰ ※３  

１８，０００円
（144,000 円） ※２

252,600 円＋
（医療費（10割）－842,000 円）×1％ 140,100 円

 93,000 円

 44,400 円

 44,400 円

２４，６００円

１５，０００円

５７，６００円

８，０００円

167,400 円＋
（医療費（10割）－558,000 円）×1％

80,100 円＋
（医療費（10割）－267,000 円）×1％

課税所得
380万円以上
690万円未満

課税所得
145万円以上
380万円未満

※１ 過去１２か月以内に、同一世帯で限度額を超えた支給が３回以上あった場合、４回目以降の限度額となります。
※２ 負担区分が一般の人については、外来にかかる一部負担金の年間（前年８月１日から７月３１日までの間）の合計額
　　 に対して１４４，０００円の自己負担限度額が設けられています。
※３ 住民税非課税世帯のうち所得が 0円（年金収入については８０万６,７００円以下）である世帯の負担区分になります。

●
保
険
税
は
、
世
帯
ご
と
に
世
帯
主
に
対
し

　
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
保
険
税
は
、
皆
さ
ん
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し

た
と
き
の
医
療
費
に
充
て
る
重
要
な
財
源
で

す
。必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

①
保
険
税
の
納
税
義
務
者
は
世
帯
主
で
す
。

　
世
帯
に
国
保
加
入
者
が
い
る
場
合
、
世
帯

主
の
保
険
が
国
保
以
外
で
あ
っ
て
も
、
そ
の

世
帯
主
が
納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す
。

②
保
険
税
は
年
度
ご
と
に
計
算
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
年
度
途
中
で
世
帯
の
加
入
者
数

に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
、
申
告
に
よ
り
所
得

が
変
更
に
な
っ
た
と
き
な
ど
は
再
計
算
し

て
、
税
額
を
変
更
し
ま
す
。

　
・
途
中
で
加
入
し
た
場
合

　
　
加
入
月
か
ら
月
割
で
計
算

　
・
途
中
で
脱
退
し
た
場
合

　
　
脱
退
月
の
前
月
分
ま
で
の
月
割
計
算

③
加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と
、
資
格
を
取
得

　
し
た
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
保
険
税
を

　
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

保
険
税
は
納
期
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

　
保
険
税
の
納
付
は
、
便
利
で
確
実
な
口
座
振

　
替
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
申
込
み
に
必
要
な
も
の

　・
保
険
税
納
付
書
等

　・
通
帳

　
・
通
帳
印

●
受
付
窓
口

　
取
扱
金
融
機
関
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　※

申
込
書
は
、
市
内
の
取
扱
金
融
機
関
、
市

　
　
役
所
税
務
課
、
市
内
各
出
張
所
に
あ
り
ま  

　
　
す
。

口
座
振
替
の
ご
利
用
を
！

 

●
保
険
税
を
滞
納
す
る
と
次
の
よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
ま
す

１
　
督
促
状
の
送
付
、
催
告
の
実
施

　
納
期
限
ま
で
に
保
険
税
の
納
付
が
な
い
場
合
は
、
督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。

滞
納
が
続
く
と
電
話
に
よ
る
催
告
や
文
書
に
よ
る
催
告
を
行
い
ま
す
。

延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

２
　
保
険
給
付
の
差
し
止
め
・
特
別
療
養
費
対
象
者
へ
の
変
更

　
災
害
等
に
よ
る
特
別
な
事
由
も
な
く
長
期
に
わ
た
り
滞
納
し
て
い
る
世
帯

の
う
ち
、
そ
の
滞
納
状
況
が
一
向
に
改
善
さ
れ
な
い
世
帯
に
つ
い
て
は
、
保

険
給
付
費
の
給
付
の
全
部
ま
た
は
一
部
が
差
し
止
め
に
な
っ
た
り
、
特
別
療

養
費
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
特
別
療
養
費
対
象
者
は
、
医
療
機
関
窓
口
で
医
療
費
を
全
額
自
己
負
担
し
、

後
日
領
収
書
を
持
参
の
う
え
市
役
所
窓
口
に
て
滞
納
し
て
い
る
保
険
税
の
納

付
相
談
を
行
っ
て
か
ら
保
険
給
付
費
の
払
い
戻
し
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
保
険
給
付
費
の
給
付
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
滞
納
し
て
い
る
保

険
税
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

３
　
滞
納
処
分

　
納
付
相
談
も
な
く
、
保
険
税
を
滞
納
し
続
け
る
と
、
財
産
（
給
与
・
預
貯
金
・

生
命
保
険
・
不
動
産
な
ど
）
の
差
押
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
保
険
税
の
納
付
が
困
難
に
な
っ
た
と
き
は
、
早
め
に
収
納
課
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

（
収
納
課
　
内
線
126
〜
129
）

市
民
110
番
の
家
計
改
善
相
談
で
は
、
市
税
の
納
付
や
多
重
債
務
で
困
っ

て
い
る
方
の
家
計
診
断
や
生
活
設
計
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。

相
談
は
、
事
前
の
ご
予
約
が
必
要
で
す
。 （
市
民
110
番
　
内
線
193
・
194
）

（令和 7年 ８月時点）

ペ
イ
ジ
ー
口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
で
申
込
み
で
き
ま
す
。

●
対
象
金
融
機
関

 

・
十
八
親
和
銀
行
　
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

 

・
長
崎
県
央
農
協

●
必
要
な
も
の

 

・
暗
証
番
号
　
　
　
・
本
人
確
認
書
類 

 

・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

〜
Ｗ
Ｅ
Ｂ
か
ら
ス
ム
ー
ズ
に
口
座
振
替
お
申
込
み
〜

こ
う
ふ
り
ネ
ッ
ト

・
十
八
親
和
銀
行

・
長
崎
県
央
農
協

　
　（
令
和
７
年
７
月
開
始
予
定
）

※

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
ご
確
認
く
だ
さ
い
。


